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－達成指標進捗状況－

（上段：目標値、下段：実績値）
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No. 項　　目

①
多
様
な
担
い
手
が
元
気
に
活
躍
す
る
農
業
・
農
村

目標年数値設定根拠等

目標年度に本県農業を担う効率的経営体（認定農業
者等）9,000経営体を確保するため、1世帯就業年数
を45年として算出

本県農業を担う効率的・安定的な農業経営体を確保
する観点から、平成24年に7,200経営体の確保・育
成を目指します。

「集落営農への意向調査(H17 農林水産省)」等の結
果を踏まえ、今後、集落営農を推進する観点から毎
年40程度の組織育成を進めます。

認定農業者を始めとする担い手への農地の利用集積
を、年1.0％ずつ増加させることを目指します。

政策誘導による平成24年度の目標数を650戸とし、
単年度毎の目標を設定

全市町村において複数選出を目指します。

毎年30法人程度の設立を目指します。

平成17年
（基準年）

平成19年 平成20年
平成24年
（目標年）

目標年数値設定根拠等

－ －

※平成２０年１１月末に国が公表する予定

（上段：目標値、下段：実績値）
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農業農総生産額 億円
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農産物産出額 億円

農業関連産出額 億円



－達成指標進捗状況－
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No. 項　　目 目標年数値設定根拠等
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②
競
争
力
の
あ
る
付
加
価
値
の
高
い
農
畜
産
物
を
生
産
す
る
農
業
・
農
村

信州オリジナル食材取
扱登録店舗数

信州伝統野菜認定数

受精卵移植による子牛
の生産頭数

信州黄金シャモ飼育羽
数

飼料作物作付面積

ぶどう「ナガノパープ
ル」栽培面積

農産物輸出量

原産地呼称管理制度認
定品数

信州サーモン生産量

県育成品種栽培面積を５倍まで拡大し、「巨峰」へ
の偏重の改善を目指します。

H22までに飼育羽数を４万羽とし、民間主導に切替
えの上、H24には５万羽を目指します。

H24には、牛の60％が輸入飼料から自給飼料を重視
した給与メニューに切り替えることを目指します。

雑草稲対策を講じた上で、大規模経営体、集落営農
組織等への導入を進めます。

東アジア地域からのりんご、ももなどの輸入期待度
を踏まえ、基準年より、約1.5倍の輸出量を目指し
ます。（りんご、もも、なし、市田柿、野菜、きの
こなど）

米・麦・大豆の作付計画面積の50%を目指します。

17年度認定数の３倍を目指します。

県内育成品種による中生種の比率を２割に拡大し、
晩生種への偏重の改善を目指します。

りんご栽培面積の半分をわい化栽培とし、収益性が
高く、省力的な産地の育成を目指します。

アスパラガス栽培面積の１割をオリジナル品種と
し、生産性の向上を目指します。

H24には、乳用牛の16％に対して受精卵移植を実
施、受胎率は52％を目指します。

信州オリジナル食材取扱店舗が約４８０店舗（H18
年）であり、新たに店舗登録制度の創設による波及
効果を踏まえ、約1.5倍を目指します。

県内の伝統野菜として確認されている３８種類のう
ち、約８割の認定品を見込む。

水産試験場での稚魚生産量能力の最大を設定。（稚
魚供給２０万尾、年間生産量１５０ｔ）

制度の認知度向上を進め、３割増を目指します。



－達成指標進捗状況－

平成24年
（目標年）

平成19年
平成17年
（基準年）

方
向
No. 項　　目 目標年数値設定根拠等

（上段：目標値、下段：実績値）

平成20年

－ － 7,300 10,000

(H18年度)
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13.3
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3 3
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29 41
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施設

箇所
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23
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30

31

32

25

26

27

28

29

33

件

情報発信事業の発信件
数

34

35

組織

％

校

箇所

豚肉トレーサビリティ
システム活用の頭数割
合

販売金額１億円以上の
直売所数

直売所数

食事バランスガイド等
の利用率

学校給食での県産農産
物利用率

HACCPｼｽﾃﾑに対応した
乳業・食品加工施設数

県産米粉パン導入学校
数

学校給食への県産食材
供給組織数

情報発信事業の登録件
数

残留農薬検査数

農産加工グループ数

食育ボランティア数

③
消
費
者
と
食
の
絆
を
結
び
豊
か
な
食
生
活
を
育
む
農
業
・
農
村

県内の小・中学校、特別支援学校の概ね3分の２の
達成を目指します。

毎年２組織増を目指します。

乳業施設：年間生産量１万トン以上２施設、食肉加
工施設：年間生産量５００トン以上１施設に、新た
に５施設（乳業４、食品加工１）の追加を目指しま
す。

平成24年に出荷の見込まれる豚約18万頭のうち１万
８千頭を目標とします。

大規模調理場への地場食材の供給を目的とした組織
を育成します。

毎年１％利用率増を目指します。

食育推進基本計画設定値

国内産農産物（100件）、輸入農産物（100件）、国
内産・輸入畜水産物（それぞれ50件）で安全性が確
保可能な目標とします。

運営能力の向上により、直売所の販売額増を目指し
ます。

現状値の20％以上増加

年間2カ所の開設を目指します。

799 －

週１回の発信（年間52週中　年末年始休業中を除く
50週）を目指します。

平成24年の食品製造施設数・流通拠点の施設予定数
の約70％を目指します。

－

29 －

－

13.3 － －

7,221 －



－達成指標進捗状況－

平成24年
（目標年）

平成19年
平成17年
（基準年）

方
向
No. 項　　目 目標年数値設定根拠等

（上段：目標値、下段：実績値）

平成20年

－ － 1,290 1,800

903 1,014 1,286

－ － 3,920 5,000

1,297 3,549

－ － 67 54

87

－ － 79 70

87

－ － 86.8 88.5

81.9 88.0

－ － 340 340

0 266

－ － 27 36

0 12 21

－ － 1,275 1,275

1,265 1,275

－ － 10,110 10,110

10,027 10,107

－ － 693 2,930

－ 134

－ － － 350

275 288

－ － － 640

600 －

－ － － 55

51 －

－ － － 370

349 －

－ － 525,200 540,000

514,000 531,161

ｈａ
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人

kg/ha

kg/ha

％

共同活
動組織

先進的
営農活
動組織

箇所

箇所

ｈａ

店

戸

人

36

37

38

39

40

42

エコファーマー認定人
数

環境にやさしい農産物
等認証面積

ｈａ

43

41

農地・水・環境保全向
上対策の活動取り組み
組織数

中山間地域農業直接支
払い事業の協定数・面
積

遊休農地の解消面積

45

46

市民農園数

観光農園数

農家レストラン数

化学肥料の使用量

化学合成農薬の使用量

47

48

家畜排せつ物処理の施
設化率

農家民宿数

都市農村交流人口

④
環
境
と
調
和
し
地
域
が
輝
く
元
気
な
農
業
・
農
村

44

有機質肥料、天敵、生物農薬の使用など環境にやさ
しい農業技術の普及・拡大により削減を目指しま
す。

注）肥料及び農薬の県別流通量の統計数値が11月末
に明　らかになるのを受けて算出する。

（Ｈ２３目標）
農振農用地区域内の耕作放棄地について、市町村が
策定する「遊休農地解消計画」における解消面積目
標の実現を目指します。

家畜排せつ物法に基づく適正処理を、簡易的な方法
ではなく、たい肥化施設による処理を目指します。

地域の取り組みの意向を踏まえ目標を設定

（Ｈ２１目標）
地域の取り組みの意向を踏まえ目標を設定

交流活動を推進する観点から、約５％の増加を目指
します。

推進する観点から、目標年度までに６％程度の増を
目指します。

推進する観点から、目標年度までに６％程度の増を
目指します。

需要の増加が見込まれることから、目標年度までに
３割程度の増を目指します。

需要が見込まれることから、目標年度までに約７％
程度の増を目指します。

販売農家数の２％のシェアを７％に加速拡大させ、
全国平均を超えるよう取り組みを進めます。

環境にやさしい農産物等認証制度の推進や農地・
水・環境保全向上活動（先進的営農活動）の支援に
より現状の２倍を目指します。



－達成指標進捗状況－

平成24年
（目標年）

平成19年
平成17年
（基準年）

方
向
No. 項　　目 目標年数値設定根拠等

（上段：目標値、下段：実績値）

平成20年

－ － 10 55

（H13～17)

34

－ － 265 870

（H13～17)

677

－ － 4 20

（H13～17)

14

－ － 20 100

（H13～17)

74

－ － 24 120

（H13～17)

98

－ － 2 10

（H13～17)

1

－ － 10 50

（H13～17)

23

－ － 4 20

（H13～17)

2

－ － 40 200

（H13～17)

92

箇所
山腹水路等の改修箇所
数

畑地かんがい施設の整
備・更新面積

地すべり防止施設の補
修箇所数

箇所

生態系や景観に配慮し
た水路の整備延長

中山間地域での農道等
の整備延長

小水力発電の調査研
究・実施箇所数

農業用ため池の改修箇
所数

ｈａ

箇所

ｋｍ

ｋｍ

箇所

ｋｍ49

50

基幹的な農業水利施設
の更新延長

直営施工の実施箇所数 箇所

⑤
働
き
や
す
く
住
み
良
い
農
業
・
農
村

57

54

55

56

51

53

土砂崩壊や溢水の発生により、災害を引き起こす恐
れがあるため、計画的な改修が必要な箇所数

危険度調査や緊急点検の結果、貯水機能や取水機能
の低下が見られるため、計画的な改修が必要な箇所
数

小水力発電の普及に向け、広域圏ごとに45箇所程度
の実証実験等の実施を目指します。

中山間地域における農道等の内、緊急性、重要性等
から優先的に整備すべき延長

農業水利施設を更新・整備するときに、生態系や景
観に配慮した整備を進める延長

老朽化によるパイプラインの破損、断水などの発生
が懸念される施設の整備・更新面積

地すべり対策後の経年変化により施設の機能低下が
見られるため、計画的な補修が必要な箇所数
※H20年度から実施

Ｈ18年度調査で機能低下が見られた141kmの内、早
急に補修・補強が必要な延長

2 －

6 －

157 －

52

10

毎年、広域圏ごとに44箇所程度の実施を目指しま
す。

29 － －

17 －

－

－

－

－

－

0 －

15 －

2 － －

－

－

－


